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序文

世界語学習の意味は何か？　第一に、これは言語の基礎の基礎である。全言語の共通文法といってもよい。これは印欧諸語の基本であるのみならず、アジアの諸言語にとっても文法の基本原理である。日本の児童の健全な成長を妨げているのは受験偏重の語学教育である。語学教育の是正は、エスペラント語の早期導入によって可能になる。エスペラント語の土台の上に英語を学べば、英語学習もより楽になり、また楽しくなる。他の諸外国語の習得も容易になる。エスペラント語は言葉の学習への跳躍板（spring board）である。語学嫌いを防ぐ予防接種である。また語学嫌いになった者にとって解毒剤である。語学恐怖症を治す特効薬である。

　第二に、これが重要なことだが、世界の人々との対話のすぐれた手段である。すでに世界各国でこの世界語を使う人々が活躍している。これ一つで欧米、アジアの諸外国に自分の朋友を見つけることができる。中国人、韓国人、ベトナム人、ロシア人、アメリカ人、フランス人、ドイツ人、イタリア人、ブラジル人、などの人々と話すのにその国々の言語を習得するのは容易なことではないが、エスペランチスト同士であればその醍醐味が体験できる。語学力は実際に使う場に身をおき大恥をかいてこそ飛躍的に向上する。毎年開催される世界大会に参加すればこれが生きた言語であることを実感するであろう。

　第三に、世界語ですでに立派な文化が蓄積されてきている。世界各国の主要な古典がある程度これで読めて、世界語の辞書が各国で作成されている。これらは国民文化であると同時に全人類文化である。世界語は読解も容易であり訳も正確であるから、世界の古典をこれで読破すれば自分の視野が広がる。また放送もいくつかあり、中国、ポーランド、バチカン、などの世界語放送は耳学問を広げてくれる。

　第四に、日本人エスペランチストの業績も貴重である。「危険な言語」視された困難な状況下で先人達は多くの仕事を残し、後世の学習者のために土台を築いてきた。我々はその土台の上に先人に恥じない世界語文化を構築せねばならない。例えば、日本文学の世界語訳において、まだまだ多くの課題がある。万葉集、古今、新古今、源氏物語、徒然草、ほか多くの古典がまだ全訳されていない。日本人が全人類に貢献した文学作品は世界語で全訳されるべきである。そして日本語日本文学研究には世界語文献参照が必須となる時代を作りたい。学習者には古典翻訳可能な程度の語学力を目指し、初めから辞書（エス和・和エス、エス英・英エス、エス漢、漢エス等等）を利用して語彙を増やすように筆者は希望する。そのためにエスペラント日記をつけるといい。語学の学習は毎朝一行でも外国語で書くことが目標に近づく秘訣である。朝一歩！それが興にのれば五歩となり、千里の道となる。また「教えることは学ぶこと」である。この文法書を読了した者は隣人に教えて自分の知識を深めてもらいたい。それが世界を広げ、自分を高めることになる。
2011年10月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐々木照央

第１課　　文字と発音、品詞とその語尾
Aaア,  Bbボ,  Ccツォ,  Ĉĉチョ,  Ddド,  Eeエ,  Ffフォ,  Ggゴ, Ĝĝヂョ,

Hhホ,　Ĥĥほ,  Iiイ,  Jjイョ,  Ĵĵジョ,  Kkコ,  Llロ,  Mmモ,  Nnノ,  Ooオ,  Ppポ,  Rrろ,  Ssソ,  Ŝŝショ, Ttト, Uuウ, Ŭŭウォ, Vvヴォ, Zzゾ.

大部分は仮名の読みでいいが、次の文字は注意が必要。

舌先を歯茎や口蓋前方につけずに発音 Ĉ ĉチョ-, Ĝ ĝヂョ- ;  Ŝ ŝショ-, Ĵ ĵジョ- 

ĜĈは舌が口蓋と摩擦大、ĴŜは舌奥の口蓋との摩擦少(日本語と相違)

上前歯を下唇に触れる発音　  F f  V v　　のど奥に力をいれて強く息を吐き発音    Ĥ ĥ　　 

口蓋との接触で舌先強震動　　　R r　　   舌先を口蓋前方上歯茎につけたまま　L l 

短い「イ」J j　　短い「ウ」Ŭ ŭ 　(j,ŭ両方とも子音扱い)

母音U：唇を円くすぼめ突き出して発音

文字結合と発音：（上記の注意以外は）大部分ローマ字読み。
アクセント：二音節以上の単語のアクセントは後から2番目にある。アクセント部は強く長めに発音する。dómoﾄﾞｰﾓ(家) Esperántoｴｽﾍﾟﾗｰﾝﾄ(世界語) amíkoｱﾐｰｺ(友)

次の単語（名詞）を読みなさい（名詞語尾は -o）

patro父 patrino母 floro花 nomo名 birdo鳥 

複数形は-jを付加： amikoj友達 birdoj 鳥達 floroj花々

次の単語（形容詞）を読みなさい。（形容詞語尾は -a）

bela美しい nova 新しいjuna若いbona良い 

次の単語（副詞）を読みなさい。（副詞語尾は-e）

bone良く facile易しく malbone悪く malfacile難しく (mal-逆の意味接頭語)

次の単語（代名詞）を読みなさい

mi私 li彼 ŝi彼女ni我々 vi貴方・君達 ili彼ら oni人々 ĝiそれ ciおまえ
「の」-aを付加：mia私のviaあなたのlia彼の ŝia彼女のnia我々のilia彼等のĝiaその

次の単語（動詞）を読みなさい。（動詞不定形 語尾は-i）

estiある、いる loĝi住む manĝi食べる labori働くlegi読む paroli話す skribi書くami愛すhavi持つ diri言う doni与える fariする、つくるiri行くhelpi助けるŝati好む 

voli欲するpoviできるdeviべきである bezoni必要である

[時制:-as -is -os -us -u  estasある estisあった estosあろう estusあればestuあれ]

[分詞leganta読みつつある～leginta読んだ～ legata読まれる～ legita読まれた～]

次の単語を読みなさい。（疑問詞、指示代名詞：相関詞表参照）

kiu誰・どれkio何 kieどこkiaどんなkiamいつ kielどの様に kialなぜ kiomどれ程

tiuその人 tioそれ tieそこ tiaそんな tiamその時 tielその様に tialそれ故tiomそれ程

(ĉi- を前または後に付加、ĉi tiu, tiu ĉiこの、ĉi tie, tie ĉiここ)　

次の単語を読みなさい。(数詞)  (何十-dek, 何百-centの場合のみ結合して書く)

unu 1, du 2, tri 3, kvar 4, kvin 5, ses 6, sep 7, ok 8, naŭ 9, dek 10, cent 100, mil千nul零　
dek unu 11, dek ok 18, dudek 20, sesdek du62 tricent 300 du mil 2千 naŭdek mil 9万
序数詞には-aを付加：unua1番 dua2番 tria3番 kvara4番 kvina5番sesa6番 sepa7番
次の単語を読みなさい。（独立副詞）

ankaŭも ankoraŭまだ hodiaŭ今日 hieraŭ昨日 morgaŭ明日 baldaŭまもなく

jamすでに nunいま nurただ、のみtuteまったくtreとてもtroあまりにもja実に
次の単語を読みなさい。（前置詞、付録前置詞表参照）

en中に alへ deの ĉeのもとに antaŭ前 ĝisまで dum間 sur上 sub下 laŭ沿って 　inter間 porため post 後proせいで priついて kunともに senなしに perよって 　

次の単語を読みなさい。（接続詞、付録接続詞表参照、間投詞）

kajと、そして aŭまたは sedしかし seもし ĉarなぜなら ke ということĉuか？  

肯定と否定　Jes,はい Ne,いいえ 　　neではない（否定される単語の直前に付加）

（間投詞）jenほら～がある Ha!ああHo!おおNuさあ,さてVe残念

基本あいさつ表現：Bonan matenon !お早う Bonan tagon !今日は Bonan vesperon !今晩はSaluton!やあ Bonan nokton !おやすみĜis revido!さようなら Dankon!ありがとう Ne dankinde !どういたしまして Bonvenon!ようこそ Pardonon !すみません Kio estas via nomo? あなたのお名前は？ Kiu vi estas ?どちらさまですか？sinjoro(省略形s-ro)さん(男) sinjorino(s-ino)さん(女) Kiel vi fartas ?いかがおくらしですか？Tre bone !順調です！Mi estas japano. 私は日本人(男)です。Mi estas japanino. 私は日本人(女)です。Sinjorino, bonvolu diri al mi, kio estas via nomo? すみませんが、あなたのお名前は？Mia nomo estas Nami.私の名前はナミです。Kiel vi nomiĝas? あなたのお名前は？Mi nomiĝas Nagi. 私の名前はナギといいます。Tre agrable !お近づきになれて嬉しい。

造語機能
接頭辞、接尾辞、単語合成[漢字のへんとつくり的]例：lerni学ぶ 

lernado学ぶこと・学習    lernadi継続反復して学ぶ   lernejo学ぶ場所・学校 

lernilo学習道具・教材     lernilaro学習道具類        lernaĵo学ぶ事物
lerninda学ぶ価値のある   lernenda学ぶべき          lernebla学習可能な 

lernema学習好きな       lernanto学ぶ人・男子生徒   lernantino女子生徒 

kunlernanto同級生       lernejestro学校長           vic-lernejestro副校長
mezlernejo中学校         vesperlernejo夜間学校      eklerni学び始める
antaŭlerni予習する       memlerni自学自習する      memlerninto自学自習者
lernolibro学習書　　   　lernoobjekto学科目  　      lernigi学ばせる   　　　
接尾辞
-ad- 名詞すること･kantado歌うこと(kanti)  動詞継続反復lernadi継続反復で学ぶ(lerni)
-aĵ- 事物     trinkaĵo飲み物(trinki飲む)  -il- 手段･道具   tranĉiloナイフ(tranĉi切る)

-ec- 性質         beleco美(bela美しい)   -ul- 同質の人   junulo青年(juna若い)

-ist- 専門家 instruisto教師(instrui教える)-ism- 主義 protektismo保護主義(protekti)

-an- 員     partiano党員(partio党)       -ej- 場所   kuirejo台所(kuiri料理する)

-uj- 容器､入れものmonujo 財布(monoかね) -ing- 台､挿入器glavingo鞘(glavo剣)

-id- 子供      katido子猫(kato猫)        -ar- 類、集合体    homaro人類(homo人間)

-er- 部分     pluvero雨粒(pluvo雨)      -aĉ- 悪、卑小       ĉevalaĉo駄馬(ĉevalo馬)

-ĉj- 男の愛称paĉjoパパ(patro父)          -njo- 女の愛称panjo母ちゃん(patrino母)

-em- 性向    timema臆病な(timi恐れる)  -ind- 価値 laŭdinda賞賛に値する(laŭdi)
-ebl- 可能  manĝebla食べられうる(manĝi食べる) -estr- 長･主人 urbestro市長(urbo)

-end-されるべき legenda読まれるべき(legi読む)  -obl- 倍   duobla２倍の(du) 

-on- 分の１ duono 1/2, duona 1/2の      -op- 組　 duopo 2つ1組, duope二人一組で

-um- 意味不定plenumi遂行する(plena十分な) -iv- 能力 kreiva創造的な (krei創造する)
動詞語尾-ig-, iĝ- (派生する名詞、形容詞語尾にも使用)

-ig- 使役（させる）     sidi座っている-sidigi座らせるruĝa赤い-ruĝigi赤くする
-iĝ- 自動詞（状態に成る）　　　　　　　sidiĝi座る   　　　　　ruĝiĝi赤くなる

縮小（指小形、愛称形）と拡大

-et- 小、指小形     domo-dometo小さな家, 可愛い家　dormi-dormeti少し眠る
-eg- 大 　　　      pluvo-pluvego大雨,　　 granda-grandegaとても大きい
接頭辞
ge- 男女両性gepatroj両親, gefratoj兄弟姉妹  bo- 法的親族bopatro義父, bopatrino義母, 

ĉef- 主　ĉefurbo 首都, ĉefredaktoro 編集長  dis-分散･開disiri解散する,disdoni分与する
ek- 開始･突然ekflori咲き出す; ekbrili突然光る eks- 前eksedzo前夫,eksministro前大臣
mal- 正反対､逆malbela醜, malbona悪　　mis- 誤miskalkuli誤算する, 
pra- 太古･曽 prahomo 原人, praavo 曽祖父 re- 再･返却 revidi再会する, redoni返す
fi- 嫌悪･軽蔑fiodoro悪臭, fiherbo雑草,     fuŝ- 粗悪 fuŝverko駄作
大部分の前置詞は接頭辞になる。

例：aldoni付加する, antaŭdiri予告する, ĉeesti出席する, ĉirkaŭbraki抱擁する, deveni由来する, elsendi放送する, interparoli会話する, eniri入る, kontraŭstari反対する, kunsidi会議する, subteni支持する, supreniri登る, tralegi読破する   

ĉi-この, for-遠く, mem-自身, ne-ない, pli-より,sin-自分, 等も接頭辞に使用: ĉi-jare 今年, foriri去る, memstara自立的, nekredebla信じ難い, plibonigi改良する, sindona献身的 
１　定冠詞 la （不定冠詞はない）

  la nomo 名前　la adreso 住所　（詩などでは 省略形l’ も使用: l’ nomo, l’ adreso）　
英、独、仏、西、伊語などとほぼ同じ用法、特定のものの名詞、合意のものに付加。「あの、その、かの」等の意味に近い。ただし、定冠詞のない国語の使用者（日中韓露など）は初級者の間は使用しなくてもよい。
２　品詞語尾　o, a, e, i
名詞ĝuo 楽しみ-o　形容詞ĝua楽しい-a副詞ĝue楽しく-e　動詞不定形ĝui楽しむ-i

-a 形容詞には本来の形容詞の意味「～い」「～な」と「～の」、「～的」の意味がある。

-e　副詞には「て」「で」「く」「に」の他、多様な意味がある。代表的な意味には

1) のように、風に、式に、的に　japane日本式に

2) 手段　paroli Esperante エスペラント語で話す
3) 場所　estas norde　北にある　
4) 時   promeni nokte　夜散歩する [適当な前置詞が思い浮かばない時、副詞で補える。]
３　指示代名詞「それは」：tio と ĝi
tio　前の文全体、及び一語で名指せない不定のもの: Kio estas tio? それは何ですか？

ĝi　前の一つの単語、及び特定のものを指す、定冠詞laをつける感覚: 

Li parolis belan historion.　彼は美しい歴史を話した。 
Tio estis tre interesa. それ[彼が歴史を語ったこと]はとても面白かった。
Ĝi estis tre interesa.　それ[歴史la historio]はとても面白かった。
第２課　形容詞＋名詞、動詞の変化
１　名詞：単数と複数
単数主格（日本語の「は」、「が」の格助詞にあたる）はo、複数主格にはそれに j　を付加：　 domo家-domoj家々　homo人-homoj人々  floro花-floroj花々 

(詩などでは名詞単数主格語尾-o省略可、アポストロフィ’で代用：domo-dom’, floro-flor’)

２　単数対格（「を」）は主格oの後にnを付加

domo-domon家を  homo-homon人を  floro-floron花を  

３　数と格の一致：形容詞は名詞の数と格に一致

形容詞＋名詞（主格）：bona homo良い人  bela domo美しい家  bela floro美しい花
４　複数主格：形容詞語尾aにもjを付加
単数主格bona homo 良い人が 　複数主格bonaj homoj良い人々が

５　形容詞＋名詞の対格「を」：形容詞語尾にもnを付加　複数にはjnを付加　

単数対格　bonan homon良い人を 複数対格　bonajn homojn良い人々を　

６　動詞の用法　

語尾：-i（不定形）, -as（現在形）, -is（過去形）, -os（未来形）, -us（仮定）, -u（命令）
連辞動詞　　　　　　　　　　      　一般動詞
不定形　esti　であること　　　       fari　　すること      lerni学ぶこと

現在形　estas　である               faras　 する　　　　  lernas学ぶ

過去形　estis　であった              faris 　した　　　　  lernis学んだ

未来形　estos　であるだろう         faros　 するであろう　lernos学ぶだろう

仮定法　estus　であったらなあ       farus　 すればなあ　　lernus学んだらなあ

命令形　estu　であれ　              faru　　せよ　　　　  lernu学べ

英語とほぼ同様、be動詞にあたる連辞estiの後には名詞、形容詞の主格が置かれる。

Mi estas kato. Mi estas blanka kaj malgranda. Antaŭe mi estis sovaĝa, mi ne havis nomon. Sed nun mia nomo estas Bjakko, blanka tigro.  Mia mastro diras: “Estu bela tigro, Bjakko!” Sed kato ne estos tigro. Se mi estus tigro! 
(kato猫 blanka白い malgranda小さい antaŭe以前 sovaĝaノラの havi持つsed しかしnun今tigro虎 mastro飼主・主人 diri言う bela美しい seもし)

疑問文は先頭にĉuを付加、「はい」は Jes、「いいえ」は Ne、（英語と同じく後にコンマ）

否定詞「…ない」はneで否定したい単語の直前に置く。
Ĉu vi estas kato?            Jes, mi estas kato.

Ĉu vi estas blanka?         Jes, mi estas blanka.

Ĉu vi estas granda?         Ne, mi ne estas granda. Mi estas malgranda.

Jen domo. Ĉu ĝi estas instituto? Jes, ĝi estas instituto.(jenほら～があるinstituto大学)

次ぎの文章を和訳しなさい。

 Jen kalendaro. La unua tago de la semajno estas dimanĉo. La dua tago estas lundo, la tria - mardo, la kvara estas merkredo, la kvina estas ĵaŭdo, la sesa - vendredo kaj la sepa - sabato. Se nun, hodiaŭ estas ĵaŭdo, hieraŭ estis merkredo kaj morgaŭ estos vendredo. Antaŭhieraŭ do estis mardo kaj postmorgaŭ estos sabato.
(kalendaro暦semajno週: dimanĉo日lundo月 mardo火 merkredo水 ĵaŭdo木vendredo金 sabato土 unua第一番目の tago日 dua tria kvara kvina sesa sepa 2-7番 nun今 hodiaŭ今日 hieraŭ昨日 morgaŭ明日 antaŭhieraŭ一昨日 doそれ故postmorgaŭ明後日)

[月名: januaro, februaro, marto, aprilo, majo, junio, julio, aŭgusto, septembro, oktobro, novembro, decembro, jaro年]　

練習：「年の最初の月は一月である。」La (unua) monato de la jaro estas (januaro). 

括弧の単語を変えて作文。「年の二番目の月は二月である」、等々
一般動詞の変化とその用法

１）不定形の用法　

名詞的用法「すること」 　Voli estas povi. (voli意志する、欲する poviできる)

副詞的用法「するために」 Mi iras promeni. (iri行く promeni散歩する)
形容詞的用法　「する～」　kapablo paroli (kapablo能力 paroli話す)

前置詞＋動詞不定形　Manĝi por vivi aŭ vivi por manĝi? (manĝi食べるporためにvivi生きるaŭそれとも)

２）現在形　–as （現在、現在進行、継続、常なる事実、過去の生々しい描写などを表現）

Ni loĝas en Tokio. Ni lernas Esperanton. (loĝi住む, 前置詞en「の中に」＋主格)

３）過去形　–is （過去、過去進行、完了などを表現）

Ni antaŭe loĝis en Tokio. Mi naskiĝis en Hiroŝima. (antaŭe以前naskiĝi生まれる)

４）未来形　–os　
Mi laboros en Ĉinio. Ni parolos Esperante.(labori働く kajそして paroli話す)

５）仮定法　-us　現実と反対の想定、および婉曲な表現　

Se mi estus riĉa, mi ne laborus. (riĉa裕福な)　
６）命令 -u

　二人称命令： Lernu Esperanton! Parolu Esperante! Faru bonon!(bono善)

丁寧な命令 Bonvolu+ 不定形　(bonvoli善意をもつ)

Bonvolu diri al mi, ĉu vi estas studentino? (diri言う al～に、へ　前置詞 )
　一人称複数命令：「～しよう」(ni+ -u=Let’s)　Ni lernu Esperanton!

  一人称単数、三人称命令：「～させよ」Li lernu Esperanton. Mi iru.

動詞不定形をつけて助動詞的に使用する語

poviできる、してよい　Mi povas skribi leteron en Esperanto.(skribi書くletero手紙)

devi　ねばならない、すべきである Ni devas lerni Esperanton.

bezoni　必要がある　Vi ne bezonas legi gazeton.  (gazeto新聞雑誌legi読む)

voli　したい Ĉu vi volas scii sekreton?   (scii知るsekreto秘密)

その他次の動詞にもよく不定形をつけて使用される。

iri行くveni来るscii知るfini終えるkomenci始めるŝati好むdeziri欲する

Ĉiumatene li preparas manĝaĵon kaj samtempe li aŭdas radio-kurson de fremdaj lingvoj. Ĉiuvespere lia edzino kuiras. Ŝi estas tre bona kuiristino. Li ĉiufoje lavas manĝilaron. Se ŝi lavus telerojn, ŝi rompus ilin. Ŝi diras al li: “Lavu, mia kara, telerojn!” Li tre ŝatas lavi telerojn, ĉar tio refreŝigas lin. Ili estas tre bonaj geedzoj. Li amas ŝin. Ŝi amas lin. 
[manĝaĵo食事-aĵo物・事ĉiumatene毎朝prepari準備するsamtempe同時にaŭdi聞くradio-kursoラジオ講座fremda lingvo外国語 ĉiuvespere毎晩ĉiufoje毎回edzino妻edzo夫kuiri料理するkuiristino料理人 ĉiamいつも lavi洗う manĝilaro食器 telero皿 seもしrompi壊すilinそれらをmia kara貴方tioそれはrefreŝigi気分転換させる geedzoj夫婦ami愛するŝin彼女をlin彼を] 

-igi :  他動詞化(状態にさせる、成らせる)　　　　　 -iĝi: 自動詞化(状態になる)
ruĝa 赤い　　　ruĝigi赤くする　　　 　　　　　　ruĝiĝi赤くなる
sidi座っている sidigi座らせる 　　　 　　　　　　sidiĝi座る

形容詞化 –iga –i​ĝa 、名詞化 –igo –iĝo 
ruĝiga赤化させる.. ruĝiĝa 赤化する.. ruĝigo赤化させること ruĝiĝo赤化すること
推測練習 unu一: 1) unuigi  2) unuiĝi  3) unuigo  4) unuiĝo　5) unuiga  6) unuiĝa 

第３課　人称代名詞と再帰形
主格「は」mi私 viあなた,君達 li彼 ŝi彼女 ili彼等 ni私達ciお前oni人々ĝiそれ
「の」＋a: mia私の, viaあなたの, lia彼の, ŝia彼女の, nia私達の, ilia彼らの, ĝiaその

「を」＋n: min私を, vinあなたを, lin彼を, ŝin彼女を, nin私達を, ilin彼らを, ĝinそれを

mia frato私の兄・弟  mian fraton(を)　miaj fratoj(達は) 　miajn fratojn(達を)

再帰形: si(自身)-sin(自身を), sia-sian(自身の)は三人称の場合にのみ使用、主語と同一人物

S-ino Hanako amas ŝin.花子は彼女を愛する。 Hanako amas sin.花子は自分を愛する。

S-ro Taro konas lin.太郎は彼(他の)を知っている。Taro konas sin.太郎は自身を知っている。
Ili amas sian landon.　彼らは自分自身の土地を愛する。(ilian landon.別人の土地を)
一人称、二人称の再帰は代名詞対格。

再帰は自分自身にする動作、受身、相互などを表現。
Dum ŝi vestas sin, mi lavas min kaj razas min. 彼女が服を着る間に私は洗顔ひげを剃る。
Ili amas sin reciproke. 彼らはお互いに愛し合っている。(複数が主語)

直後にmem（自身、自ら）を補うと再帰が明確。

Mi amas min mem, vi amas vin mem, li amas sin mem, ĉiu homo amas sin mem.(ĉiu各)

次の文章を和訳

Gruŝa ne havis ĉe si pupon. Ŝi prenis pajlon, faris por si el pajlo pupon, kaj ĝi estis ŝia pupeto. Ŝi nomis ĝin Manjo. Ŝi portas tiun Manjon sur siaj brakoj.

“Dormu, Manjo! Dormu, mia filineto! Baj, baj, baj!”　
[Gruŝa女子名 ĉe手もとにpupo人形 preni取る pajlo干草 elから pupeto小さな人形 nomi名づけるManjoマリヤちゃん porti抱くtiuそのsur上にbrako腕 dormi眠るfilineto娘 bajねんねんころり](Leo Tolstoj)
接尾辞　–eto指小形、小さい・可愛い　　 -njo女の愛称(ちゃん) 　-ĉjo男の愛称
filino娘 – filineto  pupo人形 – pupeto　 patrino 母– panjo母ちゃん  patro父 – paĉjo  

再帰のかわりに –iĝi　を使用可能

Mia domo trovis sin en Kioto.= Mia domo troviĝis en Kioto. [trovi見つける troviĝiある] 

Li banas sin. = Li baniĝas.彼は入浴中である。Ŝi vestas sin. = Ŝi vestiĝas.彼女は服を着る。
英語では3人称の使用が不明瞭：John gave his brother his book. 誰の本か不明。エスペラントではそれを回避。

Johano donis al sia frato sian libron.(ジョンの本) 

Johano donis al sia frato lian libron.(兄の本)

第４課　疑問文、間接疑問文
Ĉu　を文頭に付加　　Ĉu vi estas japano? Jes, mi estas japano.

, ĉu ne? を文の後に付加　　Vi estas japanino, ĉu ne?  Ne, mi ne estas japanino.

疑問詞 (相関詞表)
kiu誰・どれ kio何 kiaどんな kie何処 kiamいつ kial何故 kielいかに kies誰の kiom 

+n: kion何を kiun誰をkianいかなる～を kienどこへ（方向、kieは場所の中の存在　）

kiomどれほどkiom da+どれほどの　+a: kioma何番目の？kiom+形容詞・副詞:いくつの？
疑問文と応答例
Kiu li estas? – Li estas Tanaka Yasuo.

Kio li estas? – Li estas instruisto. [kio何者(身分職業) instruisto教師]

Kie li loĝas? – Li loĝas en Saitama.　[loĝi住む en中に]

En kiu urbo li loĝas? – Li loĝas en la urbo Uraŭa.　[urbo市]

Kie li naskiĝis? – Li naskiĝis en la prefektujo Hukuoka. [naskiĝi生まれる,prefektujo県]

Kiam li naskiĝis? – Li naskiĝis en la 24-a de aprilo mil naŭcent okdek ok. [mil千cent百]

Kies libro ĝi estas? – Ĝi estas mia libro. (Ĝi estas libro de mia patro.) [libro本]

Kiel vi fartas? – Mi fartas tre bone.　[farti調子である]

Kial vi ne venis? – Ĉar mi estis malsana. [veni来る malsana病気のĉarなぜなら]

Kioma horo nun estas? – Nun estas 12:30 (dek dua kaj tridek). [horo時 nun今 kaiと]

Je kioma horo vi matenmanĝas? – Mi matenmanĝas je la sepa.[je時にmatenmanĝi朝食]

Kiom da jaroj vi havas? – Mi havas dudek unu jarojn. [jaro年、歳] 

Kiel longe vi studis Esperanton? – Mi studis ĝin tri monatojn. [longe長く monato月]

En kioma kurso vi lernas? – Mi lernas en la unua kurso.[kurso学年(klaso, lernojaro)]

Kion vi faras? – Mi skribas libron. [skribi書く libro本]

Kiun hobion vi havas? – Mia hobio estas muziko. [hobio趣味]

Kiompersona estas via familio? – Mia familio estas 4-persona – gepatroj, mi kaj fratino. 

[kiompersona何人のfamilio家族gepatroj両親fratino姉,妹frato兄,弟 gefratoj兄弟姉妹]

疑問詞に前置詞を付加：por kio何のために, pri kio何について, de kieどこから
Pri kio vi interesiĝas? 何に興味がありますか？ Mi interesiĝas pri Esperanto. 
De kie vi venis?どこから来たの？　Mi venis el Ĉinio. 中国から来ました。
存在場所(en+主格)と方向(en+対格)：疑問詞Kie?どこに Kien?どこへ、に対応
Kie li kuras? Li kuras en la parko. 

Kien ŝi kuras? Ŝi kuras en la parkon.(kuri走る)

sub 下sur上、等場所を表す前置詞もenと同じく、存在場所は主格、方向は対格。 

Kato dormas sub la tablo. Kato kuris sub la tablon.　(dormi眠る tablo机)
年齢表現　何歳ですか？Kian aĝon vi havas? Kiom da jaroj vi havas? Kiom vi aĝas?

答え方　Mi havas dudek jarojn. Mi estas dek ok-jara. Mi estas dek naŭ jaraĝa.

間接疑問文：疑問文をそのまま従属節として付加。Mi ne scias, kie li loĝas. 

Ni ne scias, kion fari. ( kion fari疑問詞＋動詞不定形　～すべき、したらいい)

従属接続詞ke ～と= that節　　　Li diris, ke li ne venos.　彼は来ないと言った。
直接話法と間接話法
Li diris : « Mi volas iri al Nikko.» - Li diris, ke li volas iri al Nikko.

Ŝi demandis lin: “Ĉu vi vidis Nikko-n?” – Ŝi demandis lin, ĉu li vidis Nikko-n.

kiomの造語：kiompersona, kiomkrura何本足, kiomoble何倍, kiomope何組
Kiomkrura estas struto ? Kiomoble kvin estas tridek?　[strutoダチョウ]

練習　自己紹介と他人紹介1) 前置き2)名前　3)現住所　4)出生地　5)興味・関心　6)趣味　7)年齢　8)学習歴　9)家族　10)その他（好きな言葉、生活信条/夢/宝など）11)締め言葉　

Saluton! Permesu al mi prezenti min. Mia nomo estas Hori Ŝigeru. Mi loĝas en Jokohama. Mi naskiĝis en Hiroŝima la 7(sepa)-n de julio 1984(mil naŭcent okdek kvar). Mi havas dudek ses jarojn. Mi interesiĝas pri Esperanto. Mia hobio estas Esperanto. Mi jam studas la anglan lingvon sep jarojn. Sed mi ankoraŭ malbone posedas la anglan. Mi opinias, ke Esperanto estas tre utila kaj interesa. Mi volas legi multe da libroj en Esperanto. Mia familio estas kvin-persona – patrino, du fratoj, unu fratino, kaj mi. Mi ŝatas la vorton (frazon) – “Voli estas povi”. Mia trezoro estas Esperanto. Mia revo estas vojaĝi al Esperantujo. Cetere, mi tre ŝatas katon. (Fine, oni nomas min Ŝigeĉan.) Dankon pro via atenta aŭskulto.

[permesi許すprezenti紹介するposedi習得する opinii, keと思う multe da多くのtrezoro 宝revo夢vojaĝi旅する-ujo世界・国cetereほかにŝati好む atenta aŭskulto御静聴]

練習：他人紹介 Miを Liまたは Ŝiに換える。人の自己紹介を通訳する。

緊急時は英語の単語を発音（例：tennis-teniso, baseball-basbalo, football-futbalo, tea ceremony - tea ceremonio, golf-golfo, music-muziko, k.t.p.）諺などは覚えて暗誦しておく。

言葉がわからない時、聞き取れない時の表現：

Kiel tio nomiĝas Esperante (angle, japane)?  Esperante tio nomiĝas .世界語でそれは…

Kion signifas ĉi tiu vorto?　この言葉はどんな意味ですか？
Bonvolu ripeti ankoraŭfoje. もう一度繰り返してください。
話題の発展：名前・故郷の宣伝、父母兄弟友達、愛玩動物紹介とその性質等々。
 Mia kato fartas tre bone. Ĝi loĝas nun en vilaĝo. Mi ne scias, kiam kaj kie ĝi naskiĝis. Ĝi havas ĉirkaŭ tri jarojn. Ĝi ne interesiĝas pri ratoj, nek pri fiŝoj. Ĝi ŝatas dormi. 
第５課　　関係詞とke(that)従属節
　疑問詞は関係代名詞、関係副詞にもなる。数は先行詞に一致し、格は副文中の役割による。先行詞が、人、物、場所、時、方法等々によって、どの関係詞を使用するか決まる。
1) kioの先行詞： tio, ĉio, io, nenio,及び総括的な物・事。先行詞省略も可
2) kiuの先行詞：tiu, ĉiu, iu, neniu, 人、個別的な物・事（英語のwho及びwhichに相当）　

3) kies：英語のwhoseと同じ用法、人を先行詞として従属節での数、格の変化なし。

4) kiaの先行詞：tia, ĉia, ia, nenia, 及び形容詞　　　

5) kieの先行詞：tie, ĉie, ie, nenie,　及び場所   英語whereと同じ用法

6) kielの先行詞：tiel, ĉiel, iel, neniel　及び副詞　　

7) kialの先行詞：tial, ĉial, ial, nenial 理由　　英語whyと同じ用法
8) kiamの先行詞：tiam, ĉiam, iam, neniam, 時　　英語when と同じ用法
9) kiomの先行詞：tiom, iom, ĉiom, neniam 数量　従属接続詞「かぎり,だけ」。

 [相関詞表は関係詞と先行詞表である]
Tiu, kiu ne riskas, ne gajnas.(riski危険を冒す gajni獲得する)　

Tiu, kiu nenion faras, ne eraras.(erari間違いを犯す)　

Tien okuloj iras, kien koro deziras.(okulo目 iri行くkoro心 deziri欲する)　

Ne ĉio utilas, kio brilas.(utili益する･役だつ brili耀く)

kio(総体)とkiu(個別)との違い：

Li havas ŝatokupon, kio estas bona.　彼は趣味を持っている、それはいいことだ。

Li havas ŝatokupon, kiu estas bona.　彼は良い趣味を持っている。

Tiu, kiu ne konas la volon de Ĉielo, ne povas esti noblulo. Tiu, kiu ne konas la decregulojn, ne povas firme stari inter homoj. Tiu, kiu ne povas koni vortojn, ne povas koni homojn. (不知命、無以為君子也。不知礼、無以立也。不知言、無以知人也。論語結語)

[koni 知るvolo意 ĉielo天 noblulo君子 decregulo礼 firme確固と stari立つ inter間]  

指示代名詞は先行詞にもなるし、後行詞にもなる。

Kiu ne riskas, tiu ne gajnas.　 
Kiu ŝparas vergon, tiu malamas filon; sed kiu lin amas, tiu baldaŭ lin punas.
(ŝpari節約するvergo鞭 filo子 baldaŭすぐに puni罰する)[箴言13:24] 
Kion ni havas, tion ni ne volas, kion ni ne havas, tion ni ĉasas.(ĉasi追い求める)

Kies gasto mi estas, ties feston mi festas.(gasto客 festo祭り festi祝う)

先行詞、後行詞を省略可能

Kiu cedas al sia infano, ĝin pereigas per propra mano.(cedi譲歩する infano子供pereigi滅ぼす perよってpropra自分のmano手)　

Kiu ĉasas du leporojn, kaptas neniun.(ĉasi狩る leporo兎 kapti捕える)

Kio pasis, ne revenos. (pasi過ぎ去る reveni再び戻る)

ke + -u ～するように：

La homo bezonas ja amon, esperon,　人は実に愛、希望を必要とする

ke povu li loĝi feliĉe sur tero.　　　地上で幸福に生きられるように

amo esperoに代替練習: mono金 tempo時間 rango地位 amiko友 riĉaĵo冨 beleco美 kuraĝo勇気 karaktero根性 pacienco忍耐 celo目的bonsorto好運 bonŝanco好機

tio, ke... 　ke以下のこと:　tioが ke以下の文の先行詞のような役割

Min afliktas ne tio, ke aliaj min ne komprenas, sed tio, ke mi ilin ne komprenas.

[aflikti悲しませる aliaj他者 kompreni理解する](学而16不患人之不己知、患不知人也)

kiam ～時に（英語whenと同じ用法、疑問詞・接続詞両方に使用）

Patro: Kiam mi estis knabo, mi neniam mensogis. [knabo 少年neniam決してfilo息子]

Filo: Kiam do vi komencis, paĉjo? [mensogi嘘をつくdoではkomenci始める paĉjoパパ]

kiel 　～のごとくに、～のように　

Gasto kiel fiŝo baldaŭ fariĝas malfreŝa.(gasto客 fiŝo魚fariĝi成る freŝa新鮮な)

kiel 　～として（同格）

Li salutas nin kiel gasto. (彼＝客)　彼は客として我々に挨拶する。

Li salutis nin kiel gastojn. (我々＝客)　彼は客としての我々に挨拶した。

kvazaŭ まるで…のように（仮想比較）　kielとの異同

Kondutu kiel reĝo. （王に）王として振舞いなさい。（王以外）王のように振舞いなさい。

Kondutu kvazaŭ reĝo.　あたかも王のように振舞いなさい。

tiel..., ke 関係詞　とても～なので、so..., that　　
 “La ideo de eterneco estas tiel vasta, ke neniu homo povas kompreni ĝin.”
“Sensencaĵo! Aĉetu domon partpage kaj vi baldaŭ komprenos, kio estas eterneco.”
[ideo理念eterneco永遠vasta広いsensencaĵoナンセンスaĉeti買うpartpage分割払いで]
-ajn: ～でも、であっても　kiu列の疑問詞、iu, ĉiuの列の相関詞に付加（相関詞表参照）

kiu ajn誰でも, kion ajn何でも, kiam ajnいつでも, kie ajnどこでも,kia ajnどんな～でも,kiel ajnいかようにでも, iu ajn誰でも, io ajn何でも, ĉiu ajn誰でも, ĉio ajnどれでも

Ĉiam ajn vi estas bonvena ĉe mi.(bonvena歓迎 ĉeのところで) 
Kie ajn iu loĝas, tie estas hejmo.(hejmoふるさと・我家)

Ni havas bileton, kiu kondukas nin ien ajn.(bileto切符 konduki導く)[銀河鉄道の夜]
第６課　無人称文、不定人称文、感嘆文、比較級、最上級
 無人称文（英語の仮主語it構文にあたる）感覚、気分、天候、自然現象を表現
1) esti＋副詞 : Hodiaŭ estas malvarme. 今日は寒い。Estas varme.暑いEstas bele.きれいだ　 (意味上の主語は al+主格: Ĉu estas al vi malvarme?君は寒いですか?　しかしpor+主格も使用、その場合「にとって、のために」の意味が強められ、主観性がより強くなる。)  

2) 動詞のみ Pluvas.雨だ Neĝos.雪になるTagiĝos 夜が明けるNe gravas.たいしたことない。Tempasする時だ。Tempas kanti.歌う時だ。(=Estas tempo kanti.)
Varja posedis fringelon. Ĝi vivis en la kaĝo kaj neniam kantis. Ŝi alvenis al ĝi.

 „Tempas jam kanti, fringelo!”    

  „Liberigu min eksteren, en la libero mi tutan tagon kantos”.

 (Varja女子名posedi所有するfringeloまひわkaĝo籠kanti歌うalveni来るtempas+不定 ～する時だliberigi解放するeksteren外へlibero自由tutan tagon一日中)　　　　　　　　　　　　　
3) esti+副詞＋動詞不定形：英語のIt ... to 構文　[動詞不定形が主語の時、補語は副詞]

esti+副詞、＋ke= 英語のit... that構文

Kritiki estas facile, fari malfacile.(kritiki批判する facile容易)

Estas malfacile al Varja liberigi la fringelon.

Estas tre bone, ke vi parolas Esperante. 

4) 不定人称文 oni「人々は～する」→「～される」Kiel oni nomas vin?　人はあなたを何と呼びますか？ Oni nomas min Huten-no-Tora.人呼んでフーテンのトラ。
Oni diras, ke la vero ĉiam venkas. (diri言うvero真理ĉiam常にvenki勝つ)

5) 感嘆文　「なんと！」（Kia＋名詞、Kia＋形容詞＋名詞：Kiel＋形容詞、Kiel＋副詞）
Kia bona homo li estas !

Kiel feliĉa ŝi estis!     (feliĉa幸福な)
6) 比較級、最上級 　pli...より～  plej...最も～
比較級：pli..., ol で表す。（ pli=more, ol=than）比較されるもの同士は同格

最上級：(la) plej + 形容詞、plej+副詞　（その後にel：比較の相手、en：比較の範囲）

同等比較：tiel…, kiel～ 　～と同じくらい…
劣等比較級malpli(=英語のless), 　劣等最上級la malplej

La filino estas pli bela, ol floro.　　　　(filino娘bela美しいfloro花)

Kontentulo estas pli feliĉa, ol homo plej riĉa.(kontentulo知足者feliĉa幸福なriĉa富裕な)

Plej granda potenco kuŝas en la komenco.(potenco力 kuŝi潜む・ある komenco初め)
Mi estas tiel forta, kiel vi.    (forta強い)

Fiŝo pli granda malgrandan englutas. (fiŝo魚 malgranda小さいengluti呑みこむ)

Plej danĝera malsano estas manko de saĝo.(malsano病気manko欠如saĝo知恵)

Plej bona kuracisto estas la tempo.(kuracisto医者 tempo時間)

El ĉiuj miaj infanoj Aljoŝa estas la plej juna.(elのうちでinfano子供 juna若い)

 “Speguleto mia, speguleto hela,           　spegulo鏡-eto指小形：小さい、可愛い

Kiu en la lando estas la plej bela?”      　  lando国 hela明るい、澄んだbela美しい

“Vi, reĝino, vi estas ĉe ni la plej bela!      　reĝino女王　reĝo王 ĉeのもとで
Sed miloble pli bela estas Neĝulino.”     　　mil 千-obl倍 Neĝulino雪姫 neĝo雪

Patrino: “Vi estas la plej malbona knabo en la mondo!”　[knabo男の子 mondo世界]

Knabo: “Ĉu, vere, vi konas ĉiujn knabojn en la mondo?”　[vere本当に koni知る]

できるだけkiel eble plej(=laŭeble):　Iru kiel eble plej rapide!できるだけ速く行け

　　　　　　　　　　　　　　　　　Iru laŭeble rapide!

....すればするほどますます～　ju pli..., des pli～

Ju pli oni posedas, des pli oni avidas. (posedi所有する avidi欲しがる)

Hermia:   Ju pli malamas mi, li amas des pli.　　(ami愛するmalami憎む)

Helena:   Ju pli mi amas, li malamas des pli.(Shakespeare, Somermeznokta sonĝo)

des pli だけでも使用可：「なおさら」
La ĉambro ne estas granda, des pli frapis okulojn la eleganteco. 
[ĉambro部屋frapi打つ okulo目 elegantecoエレガンスさ]
歌  Estas bon-taverno en la urbo, その町にいい居酒屋がある

kie kutime sidas ĉiuj ni　　　　僕らみんないつもたむろして
Por diskuti revojn de futuro 　将来の夢を議論しながら

kaj trinki el kalikoj du aŭ tri.　酒も二三杯のんだ。
La gajaj tagoj, la  pasintaj tempoj ja, 楽しき日々、過ぎし時、

kiam ni kantis, dancis pro kapric’.　僕らは歌い、きままに踊った。　
Ni volis kapti ĉion  de mondtrezoro, 僕らは世界の宝を全部つかみたかった

kio  ekzistis nur por nia korfeliĉ.　　その宝は僕らの幸福のためにだけ存在した。
La la la la la la, la la la la la. La gajaj tagoj de la bona viv’.

第８課　形動詞（動詞からできる形容詞形）、副動詞（動詞からできる副詞形）

　能動形動詞-a、能動副動詞-e、名詞化(人)-o  例ami愛する
1) 現在 –ant  amanta愛する～ amante愛しながら  amanto愛している人　(継続)

2)  過去 –int  aminta愛した～　aminte愛して      aminto愛した人　　　　(完了)

3)  未来－ont  amonta将来愛するamonte将来愛して  amonto将来愛する人  (予想)

　被動形動詞-a、被動副動詞-e、名詞化(人)-o

1) 現在–at  amata愛されている～ amate愛されながら amato愛されている人(継続)

2) 過去–it   amita愛された～     amite愛されて     amito愛された人　　　(完了)

3) 未来–ot  amota将来愛される～ amote将来愛されてamoto将来愛される人　(予想)

Fluanta akvo estas pli pura, ol akvo staranta senmove.
(flui流れる akvo水 pura清らか stariとどまる senmove動かずに)　　　　　

La tempo pasinta jam neniam revenos; la tempon venontan neniu ankoraŭ konas.
(pasi過ぎる reveni戻る veni来る neniu誰も ankoraŭまだkoni知る)

Pasero kaptita estas pli bona, ol aglo kaptota.(pasero雀 kapti捕える aglo鷲)

Batanto povas argumenti, batato devas silenti.(bati打つargumenti論じるpovi できる)

La manĝota fiŝo estas ankoraŭ en la rivero.(manĝi食べる fiŝo魚 ankoraŭまだrivero川)
Ĉiu havas sian kaŝitan mizeron.(ĉiu各人 sia自分の kaŝi隠す mizero悲惨)

Ne havante, oni petas; ricevinte, forĵetas.(peti求める ricevi手に入れる forĵeti捨てる)

Uzu tempon estantan, antaŭvidu estontan, memoru estintan
(uzi使う estiあるantaŭvidi予見する memori記憶する)

Be動詞estiと結合,複合時制： esti + 形動詞の例：estasと estisのみ下に示しておく。

＊estas ~ anta ～しつつある　現在進行　　＊estis ~antaしつつあった　過去進行　

**estas ~ inta　～してしまった現在完了形　**estis ~intaしてしまっていた　過去完了形

estas ~ onta　～将来しようとしている　    estis ~ onta　将来しようとしていた

estas ~ ata　～されつつある               estis ~ ata　されつつあった

estas ~ ita　～された 　　　               estis ~ ita　されてしまっていた

estas ~ ota　～将来されようとしている     estis ~ ota　将来されようとしていた

＊Mi estas skribanta leteron.私は手紙を書いている。（普通:Mi nun skribas leteron.）

Vi estas skribinta libron.　　あなたは本を書き終えたところだ。(Vi ĵus skribis libron.)

Li estas skribonta leteron.彼は手紙を書こうとしている。(Li baldaŭ skribos leteron.)

＊Ŝi estis skribanta leteron. 彼女は手紙を書いていた。（Ŝi tiam skribis leteron.）

Ni estis skribinta libron.　私たちは本を書き上げてしまっていた。(Ni jam skribis libron.)

Oni estis skribonta libron.　人々は本を書き上げようとしていた。

＊英語のごとき現在（過去）進行形（be+ing）は可能ではあるがあまり使用せず、現在形、過去形でふつうは表現する。(nun等の副詞を付加) 

 **現在完了形、過去完了形は普通の過去形で表すことが多い。（jam既にĵus丁度、等付加）

受身：esti 動詞　＋　被動形動詞  (例adori崇拝する) 次の組合せで諸時制の文を構成。

     estas（状態で）ある        　adorata(崇められつつある)

Ŝi   estis（状態で）あった                         

     estos（状態で）あるだろう    adorita(崇められた)　　　de ĉiuj. （万人によって）

     estu  (状態で)　あれ　　　　

     estus(状態で)あればなあ       adorota（将来崇められる）

Se vi lernas ion kaj konstante metas ĝin en praktikon, ĉu tio ne estas plezuro? Se vi havas amikojn, venintajn de malproksime, ĉu tio ne estas ĝojo? Se, ne alte ŝatata de aliaj, vi tamen ne sentas malkontentecon, ĉu tio ne estas kvalito propra al la nobluloj?

[meti en praktikon実践に移すplezuro快楽veni来るmalproksime遠方 ĝojo喜び alte高くŝati好むaliaj他の人々malkontenteco不満kvalito質propra固有のnoblulo君子]

「学而時習之、不亦説乎、有朋自遠方来、不亦楽乎、人不知而不慍、不亦君子乎」

形容詞、所有代名詞、形動詞は名詞化（事、物、人等を補って訳す）
-a, -aj：かかる名詞が無い時それ自体が名詞化

 La riverakvo, kiun vi tuŝas, estas la lasta de la irinta, kaj unua de la venonta:

tia la nuno.　　汝が触れる川の水は流れ去った最後のもので、かつ流れ来る最初のもの、現在とはかくのごとし。(Leonardo da Vinci, El pensoj)

練習（例にならって受身文を能動形の文章に書き換える）

[1] estas-ata を        -as　動詞現在形に

例La vulpo estas kaptata. – Oni kaptas la vulpon.　 kapti捕らえる vulpoきつね

例La vulpo estas kaptata de mi. – Mi kaptas la vulpon.

1. La urbo estas okupata.　　urbo都市 okupi占領する

2. La ordono estas plenumata de ni. 　ordono命令 plenumi執行する

[2] estas-itaを  estas –inta　能動形動詞過去　および　–is　過去形の文章に
例Ĉio estas donita al la infanoj. – Oni estas doninta ĉion al la infanoj. 

                              - Oni donis ĉion al la infanoj.

例Ĉio estas donita al la infanoj de ili. – Ili estas donintaj ĉion al la infanoj. 

                                   - Ili donis ĉion al la infanoj.

1. La letero estas skribita.　　　　　ĉio全部　infano子供 letero手紙

2. La letero estas skribita de li.

第９課　特殊構文
S+V+O（対格）+C(主格)　 英語的構文（ロシア語などでは括弧のように表現）

Mi trovas lin bona. 私は彼を良いと見る。(Mi trovas, ke li estas bona.)

Mi trovis la manĝaĵojn bonaj.　私はその食物を良いと見た。

（区別：Mi trovis manĝaĵojn bonajn.私は良い食物を見つけた。）

使役：igi, lasi,fari+ O(対格)+C(主格)=不定形

「を…にする」構文 fari+対格+形容詞、又は名詞の主格
Ŝi faris la seĝojn puraj.　彼女はその座席をきれいにした。Ili faris lin ĉefo.　彼らは彼を主人にした。Tio igis min feliĉa.　そのことが私を幸福にした。

En niaj naturoj ni estas similaj unu al alia, sed kutimoj faras nin diferencaj inter ni.

[性相近也、習相遠也　陽貨2　naturo自然･性質unu..aliaお互いkutimo習慣]
知覚動詞：vidi見る, aŭdi聞く, senti感じる, trovi+対格＋不定形、形容詞・形動詞主格

Mi vidis ŝin kuri. 私は彼女が走るのを見た。

Mi vidis lin kuranta.　私は彼が走っているのを見た。(途中経過重視)

対格の副詞的特殊用法 (括弧内に書き換え可能)

1) 度量  La strato estas tri kilometrojn longa. (longa je tri kilometroj)通りは長さ3ｋｍ。

2)　時間量　 Li dormis kvar horojn. (dum kvar horoj)　彼は4時間寝た。

3)　時間日付 La 7-an de julio ŝi naskiĝis. (En la 7-a de julio)7月７日に彼女は生まれた。

4)　回数・期間　Mi laboris multajn jarojn. (= multjare = dum multaj jaroj) 私は長年働いた。Ni venos ĉiun semajnon. (=ĉiusemajne=en ĉiu semajno) 　私達は毎週来る。
5) 移動の対格（対格語尾-n）、移動の場所を示す。Mi iras Tokion. (Mi iras al Tokio.) 

deとdaの違いに注意

 da　量 : dekduo da krajonoj１ダースの鉛筆　 400 gramoj da viando 400ｇの肉

　　tri boteloj da biero ビール3本(量) tri boteloj de bieroビール瓶３本（瓶が3本）

数えられる名詞では「多くの」はmulte da(主格)と multaj(格変化)はほぼ同じ意味。kelke da とkelkaj(いくつかの)も同様。(相違は-e+daが総体、-aj個々の複数) 
Mi vidis multe da homoj. = Mi vidis multajn homojn. 私は多くの人々を見た。
kelke da homoj = kelkaj homoj 幾人かの人々(kelke da, multe da の後は常に主格、目的語でも対格にならない)　

付録：前置詞、相関詞表

	前置詞
	
	
	

	al
	へ方向
	iri al Tokio
	東京へ行く

	
	に
	diri al patro
	父に言う

	anstataŭ
	代わりに
	anstataŭ la patro
	父に代わって

	antaŭ
	の前に(場所)
	antaŭ la domo
	家の前に

	
	　　　　　(時間)
	antaŭ la sesa horo
	6時前に

	
	
	antaŭ du horoj
	2時間前に

	
	
	Mi venos antaŭ ol vi foriros. 
	君が去る前に僕は来る。

	apud
	のそばに
	urbo apud Tokio
	東京のそばの都市(離れてそば)

	ĉirkaŭ
	の周り
	Mi promenas ĉirkaŭ la domo.
	私は家の周りを散歩する。

	
	ごろ、約
	ĉirkaŭ la vespero
	夕方ごろ

	
	
	ĉirkaŭ dek homoj
	約10人くらい

	ĉe
	のもとに
	Mi ne havas ĉe mi monon.
	私は金を持ち合わせていない。

	
	
	Mi loĝas ĉe mia onklo.
	僕は叔父の家に住んでいる。

	
	のそばに
	sidi ĉe la tablo
	食卓のそばに座る（近いそば）

	da
	数量の
	unu glaso da vino
	ワイン一杯

	
	
	multe da homoj
	沢山の人々

	de
	の
	frato de Petro
	ペトロの兄弟

	
	から (場所)
	Mi iras de la urbo al vilaĝo.
	私は町から村へ行く。

	
	出身
	Ni estas de Japanio.
	我々は日本から来た。

	
	から (時)
	Mi loĝis tie de 1979 ĝis 1988.
	私はそこに1979年から88まで住んだ。

	
	によって
	tero kovrita de neĝo
	雪でおおわれた大地

	
	(他と組合せ)
	ekde la milito
	開戦以来

	
	
	de post la milito
	戦後以来

	
	
	de antaŭ la milito
	戦前以来

	
	
	fare de patrino
	母によって

	
	
	La ĉapo falis de sur lia kapo.
	帽子が彼の頭の上から落ちた。

	dum
	期間
	Dum la parolado li dormis.
	話の間に彼は眠った。

	ekster
	の外に
	Mi staris ekster la domo.
	私は家の外に立っていた。

	el
	(の中)から
	Li eliris el la dormoĉambro.
	彼は寝室から出てきた。

	
	
	El kie vi estas?
	君はどこの出身ですか？

	
	
	traduko el japana lingvo
	日本語からの翻訳

	
	（材料）から
	banejo el marmoro
	大理石製の風呂

	
	のうちで
	El ĉiuj miaj infanoj Goro estas plej juna.
	私の子供のうち五郎が一番若い。

	
	（構成）から
	Unu minuto konsistas el sesdek sekundoj.
	一分は60秒からなる。

	
	（原因）から
	el manko de fortoj(=pro manko de fortoj)
	力不足から

	en
	の中に
	en la domo
	家の中に

	
	（時）に
	en lundo; en la venonta jaro; en marto
	月曜に: 来年に; 3月に

	
	(時間)で
	legi libron en tri tagoj
	三日間で本を読む。

	
	(結果)に
	fendi paperon en du partojn
	紙を二つに裂く

	ĝis
	(場所)まで
	Mi akompanis ŝin ĝis ŝia domo.
	私は彼女を家まで送った。

	
	(時間)まで
	Mi laboris ĝis la nokto.
	私は夜まで働いた。

	
	
	Ĝis revido!;　 Ĝis la revido! 
	さようなら(再会未定；再会約束la)

	inter
	の間に(場・物)
	esti inter martelo kaj amboso
	金槌と金床の間にいる（進退窮まる）

	
	　　　　(時間)
	inter la dua kaj tria horoj
	2時と3時の間に

	je　(不定)
	時
	je la oka kaj dudek minutoj
	8時20分に

	
	つかむ箇所
	Li prenas ŝin je la mano.
	彼は彼女の手を取った。

	
	
	Ili tenas sin je tabulo.
	彼らは板につかまる。

	
	比較の程度
	Li estas je kapo pli alta ol mi.
	彼は僕より頭一つ背が高い。

	
	
	Mi estas je du jaroj pli juna ol vi.
	私はあなたより2歳年下だ。

	
	性質の箇所
	riĉa je herbo; malsana je la hepato.
	草の豊かな；　肝臓を病む

	
	慣用表現
	En mia infaneco mi kredis je Dio.
	子供の頃私は神を信じていた。

	
	
	Je mia miro la afero sukcesis.
	驚いたことにその事業は成功した。

	
	
	veti je 100 enoj; aĉeti je 1000 enoj
	百円賭ける；千円で買う

	kontraŭ
	向かいに
	Lia domo staras kontraŭ la mia. 
	彼の家はうちの向かいにある。

	
	反対方向に
	naĝi kontraŭ la fluo
	流れに逆らって泳ぐ

	
	対抗して
	batali kontraŭ malamiko；kuracilo kontra​ŭ diabeto
	敵に対して闘う;糖尿病治療法

	
	交換
	ŝanĝi ĉevalon kontraŭ du kaproj
	馬を2匹のヤギと交換する。

	
	好み選考
	Mi preferas teon kontraŭ kafo.
	私は珈琲より紅茶が好きだ。

	krom
	のほか、以外
	Krom mi estis tie neniu.
	そこには私のほかに誰もいなかった。

	
	
	Krom mi estis ｔｉｅ ĉiuj.
	そこには私を除いてみんないた。

	kun
	共に、一緒に
	Iru kun mi; batalu kun mi kontraŭ ili
	私と共に行こう；私と一緒に彼らと闘おう

	
	のついた
	libro kun bildoj
	絵のついた本

	laŭ
	に沿って
	Laŭ la rivero mi venis al la urbo.
	私は川沿いに町へやってきた。

	
	
	laŭ mia opinio, sed kontraŭ via volo
	君の意に反するが、私の意見によれば

	malgraŭ
	かかわらず
	Malgraŭ pluvo mi iris.
	雨にもかかわらず私は行った。

	per
	(手段)によって
	skribi per plumo
	ペンで書く

	po
	ずつ
	Mi donis al ili po tri pomoj.
	私は彼らにりんごを3個ずつやった。

	por
	目的のために
	Mi venis por kukoj.
	私はお菓子のために来た。

	
	向けのため
	glaso por vino; kuracisto por virinoj
	ワイングラス；婦人科医

	
	交換
	aĉeti tion por 100 enoj
	百円でそれを買う

	
	として
	Li prenis la danĝeron por ŝerco.
	彼はその危険を冗談ととった。

	
	人のため
	voĉdoni por li; doni monon por mizeruloj
	彼に投票する;哀れな人々に金をあげる

	
	にとって
	Tio estas por mi indiferenta.
	それは私にとってどうでもいい。

	
	予定期間
	forvojaĝi por du semajnoj; por ĉiam
	二週間の予定の旅に出る；永久に

	post
	後（時間）
	Post tri tagoj li revenos.
	彼は三日後戻ってくる。

	
	後（場所）
	Ŝi kaŝis min post la kurteno.
	彼女は私をカーテンの後ろに隠した。

	preter
	そばを
	Li pasis preter mi sen saluto.
	彼は私の傍を挨拶せずに通り過ぎた。

	pri
	に関して
	Mi havas nenian scion pri arto.
	私は芸術について何の知識もない。

	pro
	原因ゆえに
	Pro malsano li ne venis.
	病気のため彼は来なかった。

	
	porとの異同
	pagi monon por io; pagi monon pro io
	獲得に金を払う；代償に金を払う

	
	
	Mi dankas vin pro tio; (por tio)
	そのことで君に感謝。(porも使用可)

	sen
	なしに
	Sen laboro ne venas oro.
	仕事なくして金は来ない。

	
	
	La teo estas sen sukero.
	そのお茶は砂糖が入っていない。

	sub
	下に
	La kato kuŝas sub la lito.
	猫がベッドの下にいる。

	super
	上に（接触無）
	La suno estas super la horizonto.
	太陽が水平線の上にある。

	sur
	上に（表面）
	Sur la tero kuŝas ŝtono.
	地面に石がある。

	tra
	通して(場所)
	Li elĵetis paperon tra la fenestro.
	彼は窓越しに紙を投げた。

	
	(時間)
	Ŝi laboris tra la tuta nokto. 
	彼女は一晩中働き通した。

	trans
	越えて
	Ŝi iris trans la rivero.
	彼女は川を越えて行った。

	注意事項
	前置詞＋対格
	Ĵetu pilkon trans la muron.
	壁越しに玉を投げろ。

	
	
	Ĵetu pilkon tra la fenestron.
	窓を通過させて玉を投げろ。

	
	
	Ĵetu pilkon sur la tablon.
	机の上に玉を投げろ。

	
	
	La suno leviĝis super la teron.
	太陽が地球の上に昇った。

	
	
	Ĵetu pilkon sub la tablon.
	机の下に玉を投げろ。

	
	追いつく
	Li iris post ŝi; Li iris post ŝin.
	彼は彼女の後を歩いた；後を追った。

	
	敵対
	Ili iras kontraŭ min kun glavo.
	彼らは剣をもって僕に向かってくる。

	
	
	Ĵetu pilkon inter la florojn.
	その花の間のところに玉を投げろ。

	
	
	Ĵetu pilkon en la pordon.
	門の中に玉を投げ込め。

	
	
	La kandelo ĵetis ĉirkaŭ sin lumon.
	蝋燭はそのまわりに光を投げた。

	
	
	Ne ĵetu pilkon apud altaron.
	祭壇付近に玉を投げるな。

	
	
	Ŝi venis antaŭ la reĝon.
	彼女は王の前に進み出た。

	合成
	
	
	

	ekde
	ｰの始めから
	Mi promesas ekde hodiaŭ ne fumi plu.
	今日からもう煙草を吸わないと約束する

	de の結合
	副詞
	dekstre de, escepte de, fare de, fine de,
	の右に､除いて、によって､の終りに

	
	
	inkluzive de, interne de, kaze de, kaŭze de
	を含んで､の内部に、の折に､に因り

	
	
	meze de, norde de, sekve de, supre de,
	の真中に､の北に､に続いて、の上に

	
	
	for de, nome de, ene de, komence de
	から離れて,名において,の中に,の始に

	
	形容詞
	plena de, diferenca de, libera de
	でいっぱい、と異なる、から自由な

	
	例文
	Ni ofte fariĝas furioj kaŭze de nia ĵaluzo.
	我々は嫉妬が原因でしばしば狂う。

	
	
	Mi pagis ĉion inkluzive de loĝado.
	我々は宿泊費含めて全部払った。

	
	
	Miaj okuloj estas plenaj de larmoj.
	私の目は涙でいっぱいだ。

	
	
	Mia plano estas tre diferenca de via ideo.
	私の計画は君の理念とは異なっている。

	
	前置詞
	de sur, de antaŭ, de post (depost)
	上から､前から､後から

	
	例文
	Multe ŝanĝiĝas de post tiu tempo.
	その時以後多くのものが変化している。

	el sub
	の下から
	Mi elirigos vin el sub la jugo de Egiptujo.
	汝らをエジプトのくびきから脱せしめる。

	al の結合
	
	responde al, konforme al, rilate al, 
	に応じて, に合致して, に関連して

	
	
	spite al, fronte al, dank' al
	にもかかわらず, の前に, おかげで

	
	例文
	Responde al via afabla invito, 
	あなたたからのご招待へのお返事として

	
	
	Ĉio fariĝas konforme al la aranĝo de Dio.
	万事神の配剤に合致するようになる。


要注意：　動詞不定形を直接使用できる前置詞：por, anstataŭ, sen, krom

それ以外の前置詞は直後に不定形をとらない。例post promeniは不適切、動詞を名詞化してpost la promenadoなどとする(最近では他の前置詞と不定形の結合がしばしば見られる)

主な省略語: k.t.p.(ktp)=kaj tiel pluなど t.e.=tio estasすなわち t.n.=tiel nomataいわゆる ĉ.=ĉirkaŭ約　jc.=jarcento 世紀　n-ro.=numero 号　　p.K.=post Kristo 紀元後　  d-ro=doktoro 博士　l.c.=loko citata 前掲 
慣用句:　de tempo al tempo時々mano en mano手に手をとって iom post iom少しずつ

pli kaj pliますます unu la aliaおたがい

造語：漢字と同様、単語同士の組合せによって新たな単語が多様に増産される。

fero+vojo=fervojo　鉄道vaporo+ŝipo=vaporŝipo　蒸気船　
naskiĝo+loko=naskiĝloko　出生地　nova+jaro=novjaro　新年
lerno+libro=lernolibro　学習書lasta+tempo+e=lastatempe最近

manĝo+ĉambro=manĝoĉambro食堂　mateno+manĝo=matenmanĝo朝食

結合語は後ろの単語が主たる意味となる。dorlotbesto愛玩動物 bestodorloto動物愛玩
接合剤に母音oを挿入したり、また名詞・形容詞の語尾を省いたりするが、それはより発音し易くするためである。

国名と国籍（例）

io-o: Japanio日本 japano日本人 Germanio ドイツgermanoドイツ人 Francioフランス francoフランス人 Rusioロシア rusoロシア人 Britio英国 brito英国人Koreio韓国朝鮮 koreo韓国朝鮮人Ĉinio中国 ĉino中国人 Hispanioスペイン hispanoスペイン人 Mongolioモンゴル mongoloモンゴル人[女性は最後のoをino: japano – japanino]
o-ano: Usono米国 usonano米国人Baratoインド baratanoインド人 Kanadoカナダ kanadanoカナダ人 Aŭstralio豪州 aŭstraliano豪州人
国名で-ujoも可：Francujoフランス Germanujoドイツ Rusujoロシア

時間表現 Kioma horo nun estas?　今何時ですか？

7:05 la sepa(horo) (kaj) kvin　　　         kvin minutoj post la sepa(horo)

8:15 la oka(horo) kaj kvarono              kvarono post la oka(horo)

9:30 la naŭa(horo) kaj duono               duono post la naŭa(horo)

10:45 la deka(horo) kaj tri kvaronoj        kvarono antaŭ la dek unua(horo)

11:55 la dek-unua (kaj) kvindek kvin       kvin minutoj antaŭ la dek-dua

序数詞後のhoro（時）は省略可　「時に」は上記表現に前置詞je: je la sepa7時に　

11より大きい順序数詞にハイフンを付加してもしなくてもよい: dek-unua, dek unua
数式の読み方
5+3=8: Kvin plus tri faras ok. Kvin kaj tri estas ok.

5-3=2 : Kvin minus tri faras du. Kvin minus tri estas du.

3x5=15 : Tri (obligate) per kvin faras dek kvin. Trioble kvin faras dek kvin.

15 :3=5 : Dek kvin dividate per tri faras kvin.

3/5 : tri sur kvin. Tri kvinonoj. 3/10 : Tri dekonoj.  3/100 : Tri centonoj

3% : Tri el cento. Tri procentoj.

3.1415 : tri koma unu kvar unu kvin

10の4乗la kvara potenco de dek 　
接続詞のまとめ（代表的なもの）

kaj =and　Rusto manĝas la feron, kaj zorgo la homon.錆は鉄を、心配事は人間を蝕む。
sed =but  Vergo doloras, sed saĝon ellaboras.鞭は痛い、しかし賢さをつくる。
se =if 　　Se gut’ al guto aliĝas, maro fariĝas.滴が滴と結合すれば、海となる。
ĉar =because   Okazon kaptu ĉe l’ kapo, ĉar la vosto estas glita.チャンスは前髪でつかめ、 しっぽは滑るから。

doだから　La vosto estas glita, do okazon kaptu ĉe la kapo.

tamen でも、だが Ŝuldo ne bruas, tamen dormon detruas.借金は無音だが眠りを乱す。
kvankam =though  Kvankam neĝis, mi promenis kun kato.雪だったが、猫と散歩した。

「急いだのだが、準備できなかった。」表現のいろいろ

Kvankam mi rapidis, mi ne estas preta. Malgraŭ ke mi rapidis, mi ne estas preta. Spite ke mi rapidis, mi ne estas preta. Eĉ se mi rapidis, mi ne estas preta. Kiel ajn mi rapidis, mi ne estas preta. Eĉ rapidinte, mi ne estas preta.

por ke –u= in order that 　Mi skribis, por ke vi sciu. あなたが分かるように私は書いた。

tio, ke: ke以下ということ(anstataŭ, krom, malgraŭ, por, senなどの後ではtio省略可)

spite( tion/ al tio/ de tio,) ke = malgraŭ (tio)ke = in spite of the fact thatにもかかわらず
Li venis spite tion, ke neĝis. Li venis, malgraŭ ke neĝis. 雪にもかかわらず彼は来た。
Mi prelegas pri tio, ke Esperanto estas tre utila. 私は世界語がとても有益だということについて講義している。
La problemo konsistas en tio, ke ĝi estas nur por la ekzameno. 問題はそれが試験のためだけということにある。
Tio estas tre grava, ke ili fartas bone.  彼らが無病息災であることが大切だ。

Mi esperas al li nur tion, ke li ie vivas. 私はただ彼が生きていてくれることだけを望む。

(tioが主格と対格の場合は省略可能: Mi esperas al li nur, ke li ie vivas.) 

tial, ke という理由で Ĉiuj ŝatas Esperanton tial, ke ĝi estas facila.エスペラントが易しいという理由で皆愛する。

post kiam後Post kiam vorto eliris, vi ĝin jam ne tiros. 言葉は出た後で、引込められない。 

de kiam 以来Estas jam dua monato, de kiam mi eklernis Esperanton.　私がエスペラントを習い始めてからすでに二月目になる。

dum あいだにForĝu feron, dum ĝi estas varmega. 鉄は熱いうちにうて。
antaŭ olする前に  Antaŭ ol manĝi, nepre lavu manojn. 食事の前に必ず手を洗いなさい。
間投詞　ha! 称賛, 驚きho!強い感情, nu!さて,  hu!ひえっ（oj!(残念)おー, hura!やった, ve!ああ（悲痛）, ho, ve!, ve al mi残念無念!, aĥ!ああ（同情）, baj...bajねんねんよ, lu...lu...ねんね, bis!アンコール, ek!開始・出発, halt!止まれ(人に), stop!止まれ（機械に）, help!助けて, hej!さあ, he!おい, halo!もしもし, for!立ち去れ     

	相関詞表
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	ki-疑問
	ti-指示
	i-不定
	ĉ-普遍
	neni-否定

	o
	kio
	tio
	io
	ĉio
	nenio

	物・事（一括）
	何
	そのもの
	あるもの
	全て
	何もｰない

	u
	kiu
	tiu
	iu
	ĉiu
	neniu

	人・物(個別)
	だれ、どれ、どの
	その人、それ
	ある人、ある
	各
	誰もｰない

	a
	kia
	tia
	ia
	ĉia
	nenia

	形容
	どんな
	そんな
	ある
	あらゆる
	どんなｰもない

	es
	kies
	ties
	ies
	ĉies
	nenies

	所有
	誰の
	それの
	ある人の
	万人の
	誰のｰもない

	e
	kie
	tie
	ie
	ĉie
	nenie

	場所
	どこに
	そこに
	どこかに
	至る所に
	どこにもない

	el
	kiel
	tiel
	iel
	ĉiel
	neniel

	方法・状態
	どのように
	そのように
	どうにか
	いろいろと
	どうしてもない

	al
	kial
	tial
	ial
	ĉial
	nenial

	理由
	なぜ
	それゆえ
	なぜか
	全ての理由
	理由もない

	am
	kiam
	tiam
	iam
	ĉiam
	neniam

	時
	いつ
	その時
	ある時
	いつも
	決してない

	om
	kiom
	tiom
	iom
	ĉiom
	neniom

	数量
	どれほど
	それほど
	いくらか
	ありたけ
	少しもない


現在インタネットでエスペラントに関する情報が取得可能。筆者は次のサイトを利用。

ｈttp://www.jei.or.jp/ 　日本エスペラント協会　ｈttp://uea.org/  世界エスペラント協会

ｈttp://esperanto.cri.cn/ 中国エスペラント放送ｈttp://parolumondo.com/ブラジル放送

h ttp://www.gutenberg.org/browse/languages/eo 文庫h ttp://www.gazetejo.org/新聞雑誌
h ttp://eo.mondediplo.com/時事 h ttp://eo.wikipedia.org/ウィキペディア
h ttp://edukado.net   h ttp://eo.lernu.net学習 h ttp://eo.wiktionary.org/wiki/辞典書籍
上記のサイトから他の多くの関連サイトを探すことができる。
辞典類

1）『エスペラント日本語辞典』日本エスペラント学会、2006年　

2) 貫名美隆･宮本正男編(岡本好次原著)『新撰エス和辞典』日本エスペラント学会1963年

3) 三宅史平編『エスペラント小辞典』大学書林1965年

4) 宮本正男編『日本語エスペラント辞典』日本エスペラント学会、1998

5) 梶　弘和編『和エス辞典』エスペラント研究社1957年

その他、主要な各国語で辞典があり、日本エスペラント学会で入手可能。

歌　La Espero    (作詞L. L. Zamenhof)
1. En la mondon venis nova sento,　　世に新たな息吹来る　
tra la mondo iras forta voko;　　　　力強い声が世界をかける　

per flugiloj de facila vento　　　　　そよ風の翼にのって

nun de loko flugu ĝi al loko.　　　　その声よ今そこここに飛べ
Ne al glavo sangon soifanta　　　　血に飢えた剣の方ではなく

ĝi la homan tiras familion;　　　　　その声は人間の家族を導きいく　
al la mond’ eterne militanta　　　　戦のやまぬ世界にたいし　　

ĝi promesas sanktan harmonion.　　そは聖なる調和を約束する
2. Sub la sankta signo de l’ espero　　　希望の聖なる印の下に

kolektiĝas pacaj batalantoj,　　　　　平和の闘士が集い　
kaj rapide kreskas la afero　　　　　その義は速やかに成長する
per laboro de la esperantoj.　　　　　希望する者の働きによって

Forte staras muroj de miljaroj　　　　幾千年の壁は強固に立ち

inter la popoloj dividitaj;　　　　　　人々の間を隔てている

sed dissaltos la obstinaj baroj,　　　だが頑固な障壁は崩れ散る

per la sankta amo disbatitaj.　　　　聖なる愛に打ち砕かれて

3. Sur neŭtrala lingva fundamento,　　中正なる言語の基で
komprenante unu la alian,　　　　　互いに理解しあいながら

la popoloj faros en konsento　　　　　人々は心を合わせ

unu grandan rondon familian.　　　　一つの大家族の輪を作る

Nia diligenta kolegaro　　　　　　　勤勉な我らの仲間たちは
en laboro paca ne laciĝos,　　　　　　平和の事業に倦むことなく
ĝis la bela sonĝo de l’ homaro　　　　人類の美しき夢が
por eterna ben’ efektiviĝos. 　　　　　永遠の祝福を受け実現するまで
コサックの子守唄

Dormu vi, infano juna, dormu ĝis maten’   眠れ、幼子、朝まで眠れ
Senparole rondo luna rigardetas jen.　　  月がまんまる静かに見てる。

[M. J. Lermontov, Kozaka lulkanto]

心騒ぐ青春の歌
Okupas nin zorgo nia, okupas zorgo nin tia: 我らの思いは、それは唯ひとつ

Ke vivu la ter’ patria, kaj zorgojn aliajn for!　懐かしき祖国、永久に栄えよ

Kaj neĝ’  kaj vento, kaj bril’ stela ĥor’,　雪や風、星も飛べば
Kaj vastaj senlimaj vin vokas nun, mia kor’!　我が思いははや遠き地に
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